
令和７年度 取組事例のご紹介

令和８年３月１７日

第７回 大井川水系流域治水協議会
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●住民の防災意識向上のための取組

●グリーンインフラの取組

かわまちづくり（蓬莱橋右岸）

・令和６年度 詳細設計
・令和７年度 第一期工事

（河川区域外）
・令和８年度 第二期工事

（河川区域内）

（整備のイメージ)

●迅速な水防活動・排水活動の取組

大井川水系流域治水プロジェクトにおける島田市の取組

●環境と災害に対応した都市計画を周知する取組

●雨水浸透施設設置費補助金交付の取組

・令和７年度 雨水浸透ます ４０基分 交付

‣ 想定最大規模降雨、計画規模降雨対象とした洪水浸

水想定区域図を基にした洪水ハザードマップの作製・
周知
‣ 迅速な水防活動を支援するためのスマートフォン等

を活用したリアルタイム情報の提供やプッシュ型情報
等の普及活動を実施

‣ 地域住民や消防団等が参加する水害リスクの高い

箇所の共同点検、水防訓練を実施

将来のまちづくりを背
負って立つ中学生を対
象として、「都市化と環
境保全」をテーマにし
た講座を実施し、当市
が進める自然環境の保
護と自然災害に対応し
た都市計画について周
知活動を行った。

①島田市
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流域治水プロジェクトの推進（焼津市） ②焼津市

■多様な団体と連携した総合水防訓練の実施

■普及啓発活動の実施
（水防意識の向上）

市 水防団・消防団国土交通省・自衛隊 建設業関係者 市民・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団体

住宅等の敷地への「雨水浸透ます」や「雨水
貯留タンク」といった雨水貯留浸透施設の設置
費用の一部を補助

■雨水貯留浸透施設設置補助事業の運用

出前講座の開催
（中学校・高等学校）

ワークショップの開催
（自主防災会）

■災害情報可視化サービスの運用

災害時の情報収集・共有を円滑に行うため、
LINEチャットボットを活用した災害情報可
視化サービス「リスク連携型デジタルクロ
ノロジーサービス（リスクロ）」を運用

↑令和７年台風第15号の水防活動で使用
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【流域治水プロジェクト】避難の実効性向上に向けて（藤枝市）

１．藤枝市版マイ・タイムラインは？

一人ひとりが、「自宅や自宅周辺の水害リスクを理解」し、

避難判断に必要となる「防災情報や避難情報」、「避難の方

法」について確認し、「避難のタイミング」と「避難場所」に

ついて確認し、「わが家のマイ・タイムラインシート」を作成

令和６年度デジタル版マイ・タイムラインの構築

→３月１０日より運用開始

令和７年度デジタル版マイ・タイムラインの運営

→作成者数：約1,000人

３．次年度に向けた取組み

・紙版とデジタル版の両輪でマイ・タイムラインの作成率向上

作成率向上＝避難の実効性の更なる向上！

・出前講座「マイ・タイムラインを作成しよう（小中学生編）」

を開設

子供の防災意識の向上を図ることで、親世代の防災意識を高

める！

２．これまでの取組み

③藤枝市



④牧之原市
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・広報誌やリーフレット等を活用し、
出水期前に水害対策の啓発活動を実施。
・市民及び地域防災力向上を図るため、
防災出前講座において風水害対策の講座を実施。
・「わたしの避難計画」の周知及び防災指導員養
成講習会(一般コース）での実施

要配慮者へのハザードマップの周知と利活用の促進。
風水害対策に関する出前講座の実施数の増加。



⑤吉田町

【吉田町】計画的な流域治水の推進

〇当町の現状
・田畑の割合が減少（S51…18％程度→現在…10％程度）
・市街地の割合が増加（S51…18％程度→現在…49％程度）
・古くから盛んであった養鰻業の衰退により養鰻池が減少し宅地化が進行
→治水の視点で見ると、民地の雨水貯留機能が低下しており対策が必要。

〇計画策定
・吉田町湯日川流域治水対策計画≪R６・町独自作成≫

・坂口谷川水害対策プラン≪R４・流域地方公共団体等で策定≫

→ハード・ソフトの両面から治水対策を推進

吉田町が実施している短期的取組（一例）

【R7年度】排水ポンプ場の整備
【普通河川から二級河川坂口谷川への流出部】

【R7年度】可搬式排水ポンプの設置
【普通河川から二級河川坂口谷川への流出部】

中長期的取組
…町による準用河川等の整備（当面1/5確率）

短期的取組
…町によるハード整備（排水ポンプ場の整備等）

引き続き、断面不足の
河道改修や雨水貯留
施設などの整備に取
り組みます！

令和7年台風15号の際の冠水箇所→
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⑥川根本町令和７年度・令和８年度の主な取組（川根本町）

令和７年度実施 令和８年度予定

○ハード対策の主な取組

河川に堆積した土砂を撤去するた
めの費用を計上し、重機借上によ
る河床の掘削を実施した。

○地域住⺠の防災意識向上のための取組

水防演習への各地区防災委員の参加
土のう作り等の研修を行った

○迅速かつ的確な避難行動のための取
組

総合防災訓練を実施し、連絡体制の確
認等を行った。

○迅速な水防活動・排水活動の取組（継続）

大雨時の河川巡視やの水防活動は消防団が
担っている。ポンプ点検を行う際に資機材や
操作の確認を行い、機材を扱う職員の育成を
行なった。

○ハード対策の主な取組（継続）

河川に堆積した土砂を撤去する
ための予算を計上し、予防的な
水害対策を実施します。

○迅速かつ的確な避難行動のための取組

災害対策本部・支部運営訓練を行い、
指示系統や連絡体制の確認を行なう。

○迅速な水防活動・排水活動の取組

大雨時の河川巡視やの水防活動は消防団
が担っている。ポンプ点検時や水防演習に
て、機材を扱う職員の育成を図る。

○地域住⺠の防災意識の向上のための取組

地域住⺠へ水防演習に参加を促し、水害へ
の対処、意識の向上を図る。
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⑦島田土木事務所大井川水系流域治水プロジェクト 島田土木事務所の取組

島田土木事務所では「氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策」として、大井川流域治水プロジェクトに位置付けられ
た、大井川水系中流七曲りブロック整備計画に基づく大井川本川の河道掘削や堤防整備を国土強靭化５か年加速化対策な
どにより実施している。

令和７年度
・河道掘削
・計画高水位（HWL）までの護岸整備を実施

大井川 徳山 河道掘削工

大井川 元藤川 護岸工

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
大井川水系中流七曲りブロック河川整備計画

大井川中流七曲りブロック河川整備計画 施工箇所平面図

凡例
築堤
河道掘削

護岸整備の状況河道掘削の状況
8
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■水源林造成事業による森林の整備・保全

静岡市葵区田代字居谷付近の崩壊地 中央奥の山頂部まで崩落が進展

山腹崩壊が起きている現場

・水源林造成事業は、ダムの上流部等に位置する奥地水源地域の民有保安林において、森林整備センターが費用負
担者となって、植栽から成林に至るまでの保育活動を計画的に実施することにより、樹木の成長や下層植生の繁茂
を促し、森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図る事業です。
・大井川流域における水源林造成事業地は、約100箇所（造林地面積約2,600ha(契約面積約3,500ha)）あり、新植、
下刈り、除伐・間伐等の森林整備を計画的に実施しています。 令和７年度実績 除間伐等 45ha実施
・一部のダム湖上流部において、増水時の水位上昇によると見られる渓岸森林の崩落により、川岸から山頂部に向
かって森林が崩落している箇所があります。平時に流量低下を図る（事前放流）などの対策を望みます。

大井川流域

水源林造成事業地

大井川流域における水源林造成事業地

大井川

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

下刈後のスギ苗木 除間伐実施後の林内

無立木地での新規植栽

⑧森林整備センター



【静岡地方気象台】令和７年度の主な取組
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○地域住⺠の防災意識向上のための取組

引き続き、静岡の自治体等にワークショップや出前講座等の講演を通して、
防災意識向上のための普及・啓発を行った。

○迅速かつ的確な避難⾏動のための取組

引き続き、静岡県内の自治体等に、キキクル等の防災気象情報の利活用方法を周知広報した。

○防災気象情報の改善に関する取組

令和８年出水期以降の防災気象情報の体系整
理による情報改善に向けて、新情報への円滑な移行
ができるよう静岡県内の自治体等に説明を行った。
なお、新しい防災気象情報では、以下の変更・改
善により、受け手側の立場に立った情報となる予定。
• ５段階の警戒レベルにあわせて、情報体系及び
名称を整理

• 警戒レベル４に相当する「レベル４〇〇危険警
報」の新設

改
善
後

※

令
和
８
年
出
水
期
以
降
の
予
定

現
行

⑨静岡地方気象台
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ム

畑薙ダム

大
井
川

寸
又
川

▲光岳

▲黒法師岳

▲大無間山

▲蕎麦粒山

静岡森林管理署における国有林野内直轄治山事業の取り組み

● 川根本町の国有林内におい

て、多くの崩壊地が存在している

ことから、崩壊地の復旧と併せて

森林全体の健全な成長を図るた

め保安林整備を含む治山事業

を実施している。

● 大井川左岸長島ダム上流

にて発生した山腹崩壊地につい

て治山工事（0.17ha)を行い、

令和7年5月に完了している。今

後も、保全対象が近接した箇所

については早急に事業を行う。

山腹工（施工前）
梅地国有林

山腹工（施工後）
梅地国有林

緑着色は国有林

大井川林道

林道被害状況（崩落土砂）

梅地地区（安倍沢）復旧治山工事

箇 所：静岡県榛原郡
川根本町梅地

梅地国有林937林班

工 種：法切工 44.0m3
          崩土処理 602m3

簡易法枠工 1,638.8m3
モルタル吹付工 65.6m2

治山工事箇所

⑩静岡森林管理署
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令和７年度事業量
渓間工等 ：２箇所（３基）
山腹工 ：７箇所（0.72ha）
航空実播工：１箇所（1.30ha）

事業区域

大井川流域

大井川上・中流部に位置する大井川・榛原川地区は四万十帯という地質と中央構造
線・糸魚川静岡構造線に挟まれ、激しい地殻変動の影響を受けているために、岩盤は脆
く、侵食が著しく進行し、山地荒廃が進んでいます。

昭和３０年代以降に、現静岡市葵区井川以北において電源開発が急速に進んだことに
より道路等の整備が図られるなど、地域の開発が進みこの地域の環境保全への関心が高
まったことにより、昭和４１年に当該地域の荒廃地を復旧するため、「民有林直轄治山
事業」に着手しました。

大井川治山センターはこの事業地を引継ぎ、川根本町内の大井川支流榛原川流域を新
たに事業地として加え、治山事業を専門に実施する我が国唯一の治山センターとして、
平成１３年に川根本町に設置されました。事業期間は、昭和４１年度から令和１２年度
までとなっています。

大井川治山センターにおける治山事業の実施 ⑪大井川治山センター

着手前（平成16年） 令和７年度12月時点

榛原川流域

榛原川流域（川根本町）

大井川流域（静岡市葵区）

令和７年度11月時点

大井川治山センター
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事前放流の取り組み
⑫長島ダム管理所
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①気象台が大雨や台風に関する情報を発表

②河川管理者がダム管理者へ①の情報を提供し、事前
放流を実施する態勢に入るよう伝える（ダム管理者は
予測降雨量を注視）

③予測降雨量が基準降雨量（358mm/48時間）を上回り、
ダム管理者が事前放流の実施を決定（ダムの流入総
量を予測し貯水位低下量を算出）

④関係機関へ通知

⑤事前放流の開始

＜事前放流実施の流れ（長島ダム）＞＜事前放流による洪水調節機能の強化＞
（長島ダムの容量配分図イメージ）

通常時（洪水期の場合）

▽ 最低水位 EL.432m

▽ 洪水貯留準備水位 EL.453m

▽ 洪水時最高水位 EL.480m

洪水調節容量
4,700万m3

洪水期利水容量
2,100万m3

堆砂容量1,000万m3

事前放流

▽ 最低水位 EL.432m

▽ 洪水時最高水位 EL.480m

洪水調節容量
4,700万m3

事前放流による洪水調節
可能容量1,669.2万m3

堆砂容量1,000万m3

▽ 洪水貯留準備水位 EL.453m

◼ 大井川水系では令和2年5月に治水協定を締結し、大井川水系の計15ダムで最大約1億520
万m3の洪水調節容量が加わるなど事前放流の実施方針が定められた。

◼ 長島ダムでは洪水調節可能容量が最大で6,369.2万m3となるなど、洪水調節機能の強化が
図られている。

◼ 令和７年は長島・奥泉・井川・畑薙第二・畑薙第一ダムのダム群において基準降雨量を予測
される降雨はありませんでした。



 大井川・駿河海岸 令和7年度整備箇所

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

令和8年度以降の取組

国直轄区間でS54.10月洪水規模（観測史上最大流量）の洪水を安
全に流下させる為に、堤防整備・河道掘削を引き続き実施します。

静岡河川事務所 令和7年度 主な取組内容

• 高潮や侵食対策として、焼津・大井川
工区で有脚式離岸堤の整備および養浜
を実施。

• L1津波を超える津波に対して、減災
機能を発揮させるよう、焼津工区など
で粘り強い構造の堤防を整備。

堤防必要区間
延長(km)

計画断面堤防区間 暫定断面堤防区間

延長(km) 率(%) 延長(km) 率(%)

整備計画策定時
38.6

35.8 92.7 2.8 7.3

現況 37.3 96.7 1.3 3.3

○大井川東西の沿岸約12.1㎞にお
いて、高潮や津波災害等防止のた
め、粘り強い堤防、有脚式離岸堤、
養浜の整備を実施しています。

R7末時点の実施内容

海岸関係

粘り強い堤防
焼津工区 L=560m

凡 例
浸水想定範囲（戦後最大の昭和54年10
月台風に対する想定氾濫解析）

大臣管理区間

流域界

低水護岸
神座地区

L=75m（予定）

河道掘削
飯淵・川尻地区

V=26,070m³（予定）

○直轄管理区間 大井川（24.8km）において、洪水氾濫
から地域の安全・安心を確保するため、河川改修・維持
管理を実施しています。

河川関係

表 堤防の整備状況（令和7年度末時点）

R７末時点の実施内容

有脚式離岸堤
L=150m

養浜
焼津工区

V=24,000m³

• 洪水を安全に流下させるために、飯淵地区
川尻地区において、洪水を安全に流下させ
るため河道掘削を実施。

• 神座地区,上泉地区,中河地区において侵食
による決壊をふせぐために低水護岸の整備
を実施。

粘り強い構造の堤防 整備 14

低水護岸
上泉地区
L=87m

養浜
大井川工区

V=38,000㎥

⑬静岡河川事務所

低水護岸（上泉地区）

河道掘削（飯淵・川尻地区）

低水護岸
中河地区
L=30m

河道掘削
源助地区

V=12,000m³



静岡河川事務所 令和7年度 主な取組内容

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

• 島田市及び藤枝市の水防訓練に静岡河川事務所から
災害対策車両（排水ポンプ車、照明車）を派遣し、
TEC-FORCEの取組について説明を行った。

 自治体の水防訓練に参加

水防訓練での災害対策車両の説明状況（左：島田市、右：焼津市）

令和８年度以降の取組

引き続き、水防訓練や防災訓練に参加し、災害対策車両やTEC-FORCE
について積極的に紹介していく。

 静岡県・焼津市・藤枝市総合防災訓練に参加
• 静岡県・焼津市・藤枝市総合防災訓練に静岡河川事務所から

災害対策車両（排水ポンプ車、照明車）を派遣し、TEC-
FORCEの取組について説明を行った。

 重要水防箇所合同点検の実施

• 流域の水防団・消防団及び関係行政機関と合同で重要水防箇
所の点検を６月に実施。
＜参加機関＞
静岡県中部地域局、島田市、焼津市、藤枝市、吉田町、静岡
地方気象台、静岡河川事務所（約３０名）

令和８年度以降の取組

出水期前に重要水防箇所を確認し水害リスク等を共有することで、
迅速な防災体制の確保に努めて参ります。

重要水防箇所の一覧は、
静岡河川事務所HPで確
認できます。
（https://www.cbr.m
lit.go.jp/shizukawa/b
ousai/suibou/）

重要水防箇所 左岸8.6㎞
（藤枝市源助地区）

重要水防箇所 右岸1.1km
（吉田町川尻地区）

重要水防箇所 左岸5.4㎞
（焼津市相川地区）

総合防災訓練での災害対策車両の説明状況（左：焼津市、右：藤枝市）




